


園芸資材等価格高騰対策事業申請書（兼実績報告書　兼請求書）

１　事業実施主体
	[bookmark: _Hlk100665398]（ふりがな）
個人・法人名
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	代表者氏名
（法人のみ）
	

	所在地
	（〒　　　－　　　　）

	電話番号※
	

	
	
	Fax番号
	


※日中に直接連絡の取れる連絡先

[bookmark: _Hlk106989481]２ 事業内容　（行数が足りない場合は、別紙に記載すること）
	地名および地番
	圃場面積
（a）
	うち
作付面積
（a）
	栽培品目
	栽培条件
	助成金
単価
(円/10ａ)
	助成金額
（円）

	
	
	
	
	☐　露地
☐　施設
	☐　　5,000
☐　42,000
	

	
	
	
	
	☐　露地
☐　施設
	☐　　5,000
☐　42,000
	

	
	
	
	
	☐　露地
☐　施設
	☐　　5,000
☐　42,000
	

	合　　計（100円未満切捨）
	
	
	①



[bookmark: _Hlk106988432]※１　栽培条件と助成金単価の欄は該当する項目を☑する。

提出する③	生産コストに係る伝票等の合計金額
	合計金額（円）（100円未満切捨）

	②




	助成金申請額（円）　①と②のどちらか低い金額

	


〇助成金単価
露地栽培　5,000円/10a、施設栽培　42,000円/10a、施設栽培（植物工場等）　83,000円/10a
　 施設園芸（植物工場等）の場合は、申請時に確認事項をすべて満たすこと。
〇作付面積は１経営体につき、１圃場１回のみとする
　　　　（同一圃場で年に複数回栽培した場合でも、対象は１回分の作付面積のみである）
　　　〇地名および地番がわからない場合は、位置図を添付すること
　
[bookmark: _Hlk106300259]
３　確認項目　　　　チェック欄の該当する項目に☑をつけてください締め切り日　　（第1回）令和８年５月２２日　　（第2回）6月30日


　　　　　　　　　　全ての項目にチェックがなければ、当事業への申請はできません

· [bookmark: _Hlk106988473]県内在住（法人等にあっては、本社・本店または主たる事務所を県内に有する者）で、販売目的で野菜、果樹、花きを栽培している。
· 申請した作付面積は、令和７年４月から令和８年３月までの期間において、販売目的で野菜、果樹、花きを作付けしている圃場の作付面積である。（販売していない栽培品目、家庭菜園を含まない）
· 下限面積を超えている。（□：露地栽培　１０ａ以上　または　□施設栽培　2.5ａ以上）
· 上記の面積は、１経営体につき１圃場１回の作付のみである。
· 助成金申請額は助成金額と生産コストの合計のどちらか低い金額である。

４　助成金の振込先
	金融機関名
	支店名
	種別
	口座番号

	
	
	普通・当座
	

	フリガナ
	

	口座名義
	



５　添付書類
1 [bookmark: _Hlk107589113]Ｒ７年度の販売実績のわかるもの（売上報告書等。JAで販売実績の把握が可能な場合は省略可）
2 位置図（地名・地番等がわかる場合は省力可）
3 生産コストに係る伝票等の写し(令和７年４月から令和8年3月末の間に購入したことがわかるもの)
・生産コストに係る伝票等の写しは、対象期間のすべてではなく、助成金額を超える額分でよい。
・申請書締め切り日までに提出できない場合、後日でも可
⇒購入後、改めて購入伝票等の写しを提出し、その確認が取れ次第支払いとなる
※下記の場合は省略可（該当する場合は☑）
□JAで生産コストに係る伝票等の実績が確認可能
4 通帳の写し（振込先の確認用）
5 別紙１　誓約書
6 施設外観、栽培室の現況がわかる写真（植物工場等で申請する場合）

６　誓約事項　　　　別紙誓約事項のチェック欄の該当する項目に☑をいれてください。
　　　　　　　　　　　　全ての項目にチェックがなければ、当事業への申請はできません。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
JA確認欄　
	書類受取日

／
	①販売実績確認


□
	
②作付面積確認
（書類で確認できない
場合の現地確認）

□
	③生産コスト実績　確認

□
	⑤誓約書 確認

□
	確認者

	
	
	
	④通帳の写し　確認

□
	⑥植物工場等
　確認

※□
	

	確認者は、（⑥植物工場等の場合を除いて）
すべての☑が必要。
	番号　（センター・支店担当者入力）
	入力担当者



施設園芸（植物工場等）　限定申請時確認書類

園芸資材等価格高騰対策事業申請書（兼実績報告書　兼請求書）　２　事業内容関係

事業実施主体名
	（ふりがな）
個人・法人名
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	代表者氏名
（法人のみ）
	



JA確認欄
	確認日

　　　　　　／
	番号
	確認者



施設園芸（植物工場等）で申請する場合、チェック欄の該当する項目に☑をつけてください。
①または②の全ての項目にチェックがなければ、当項目での事業への申請はできません。

①人工光利用型植物工場の場合
· 野菜・果樹・花きの周年・計画生産を行っている。
· 主たる光源が人工光（LED、蛍光灯等）である。
· 栽培室が完全に閉鎖され、外光が栽培室へ入らない構造である。
· 養液栽培（NFT、DFT、ロックウール培地など）を採用し、土壌を使用しない。
· 施設外観、栽培室の現況がわかる写真の確認。

②太陽光利用型植物工場の場合
· 野菜・果樹・花きの単一品目の周年・計画生産を行っている。
· 主たる光源が太陽光である。
· 農業用ビニール等で覆われた温室等である。
· 環境及び生育状況に基づき環境制御を行うことができる装置を有しており、下の項目のうち５つ以上整備した施設である。
· 複合環境制御装置（導入システム名：　　　　　　　　　　　　　　　　）
· 加温装置（化石燃料利用型加温機、ヒートポンプ等）
· 自動側窓開閉装置
· 自動カーテン開閉装置
· 養液栽培装置（NFT、DFT、ロックウール培地など）または隔離栽培装置（樽栽培など）
· 自動かん水・施肥装置
· 施設外観、栽培室の現況がわかる写真の確認。









別紙１　誓約書
園芸資材等価格高騰対策事業申請書（兼実績報告書　兼請求書）　６　誓約事項関係

園芸資材等価格高騰対策事業　申請に係る誓約書

私は、以下の事項を厳守することを誓約いたします。チェック欄の該当する項目に☑をいれてください
全ての項目にチェックがなければ、当事業への申請はできません


　　　　
記
[bookmark: _Hlk107326478]　　私（当社）は、申請内容等に虚偽・不正はないことを誓約するとともに、助成金の受給のため次の事項について同意します。
□　助成金の交付を行うため、JAおよび福井県が行う聴取や資料等の提出に応じること。
□　JAおよび福井県が必要に応じ、県、市町、JA、NOSAI等が保有する申請者の営農・経営に関する関係書類や個人情報を確認すること。
□　申請内容に不正や不備があると判断された場合、助成金は交付されないこと。
□　予算を超える申請があった場合、助成金を減額する場合があること。
□　助成金の交付後、要件を満たしていなかったことが判明した場合または不正等が発覚した場合には、助成金の返還を行うこと。
□　以下の①から④のいずれにも該当しないこと。 
1 暴力団、暴力団員又はその役員等（役員その他の経営に実質的に関与している者）が暴力団員である者
2 自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員の利用等をする者又は当該者が役員等である者
3 暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与している者又は当該者が役員等である者 
4 暴力団又は暴力団員であることを知りながら、これと社会的に非難されるべき関係を有している者又は当該者が役員等である者

以上

令和　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日
署名または
記名押印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


